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１月１４日、田子町消防団出初式が行われました。詳しくは３ページをご覧ください。

田子町消防団出初式
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●
今
月
の
話
題

　

１
月
７
日
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
令
和
６
年
田
子
町
二
十
歳
を
祝
う
会
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
民
法
に
よ
る
成
年
の
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
成
人
式
の
対
象
と
な
る
20

歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
、
昨
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

二
十
歳
を
祝
う
会
に
は
、
対
象
者
50
名
の
う
ち
38
名
が
出
席
し
、
立
派
に
成
長
し

た
姿
を
保
護
者
や
来
賓
の
方
々
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
尾
形
真
一

朗
公
民
館
館
長
か
ら
「
次

代
を
担
う
皆
さ
ん
が
、
心

身
と
も
に
成
長
さ
れ
こ
の

日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ふ
る
さ
と
田
子
町

の
私
た
ち
は
、
い
つ
で
も

皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
に
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
今
後
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

山
本
晴
美
町
長
、
澤
口
勝

町
議
会
議
長
か
ら
の
激
励

の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
は
出
席
者
を

代
表
し
て
梅
内
皓ひ

か
るさ
ん
か

ら
お
礼
の
こ
と
ば
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
を
祝
う
会

■ お礼のことば（一部抜粋）出席者代表　梅内 皓さん
　私たちは、中学校の青春のようにき
れいな羽に包まれ、世界へと翼を羽ば
たかせている皆さんと、今日この日に
無事再会できたこと、式典を開催して
いただけたことに、感謝の言葉しか思
いつきません。

　中学・高校を卒業し、大学生等で勉学に励んでいる
人、新たな環境で果敢に仕事に励んでいる人など、日々
努めている私たちは、そんな日々に何倍もの時間、挑
み続けている大人たちに支えられて生きてきたのだと、
ようやく気付くことができました。
　田子町に生まれたからこそ出会うことができた大切
な家族、笑顔の絶えない仲間、立派な先生方、そして
いつも温かく見守ってくださった地域の皆様に支えら
れて、二十歳を迎えられたことの感謝を忘れることな
く、田子町の発展に努めていきます。
　このように盛大な式典を開催してくださった関係者
の皆様に、心よりお礼申し上げます。今日まで私たち
を育ててくださった方々、そして田子町に感謝し、一人
の大人として胸を張れるよう、学び続け、歩み続けるこ
とをここに誓い、お礼のことばとさせていただきます。

祝祝
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●
今
月
の
話
題

令
和
６
年
田
子
町
消
防
団
出
初
式

令
和
６
年
田
子
町
消
防
団
出
初
式
　

１
月
14
日
、
住
民
の
安
全
を
守

る
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
を
目
的

と
し
て
、
町
内
で
田
子
町
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内

全
分
団
か
ら
１
３
０
名
の
団
員
が

参
加
し
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ

駐
車
場
に
隣
接
す
る
田
子
川
で
一

斉
放
水
訓
練
を
行
い
、
山
本
町
長

か
ら
観
閲
を
受
け
た
後
、
サ
ン
モ

ー
ル
た
っ
こ
商
店
街
入
口
ま
で
を

力
強
く
行
進
し
ま
し
た
。
行
進
後

に
は
、
観
覧
に
来
て
い
た
子
ど
も

た
ち
に
、
消
防
団
か
ら
お
菓
子
と

消
防
車
の
お
も
ち
ゃ
が
配
ら
れ
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
消
防
団
活
動
に
尽

力
し
た
団
員
に
、
賞
詞
や
感
謝

状
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
団
員
ら
は
、
今
年
１
年

の
無
火
災
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
お
け
る
表
彰
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
町
長
表
彰

「
賞
詞
」

第
１
分
団
団
員　

中
村
洋
康

第
２
分
団
団
員　

袖
村
征
志

第
３
分
団
団
員　

白
澤
光
幸

第
４
分
団
班
長　

前
田
大
樹

第
５
分
団
団
員　

内
條
冴
基

第
６
分
団
団
員　

大
坊
智
史

第
７
分
団
団
員　

小
笠
原
圭
希

第
８
分
団
団
員　

葛
川
喜
幸

第
９
分
団
団
員　

川
守
田
真
理
子

「
特
別
表
彰
」

第
９
分
団　

三
戸
地
区
消
防
連
絡

協
議
会
観
閲
式
軽
可
搬
ポ
ン
プ
実

践
競
技　
３
年
連
続
優
勝

「
感
謝
状
」

元
田
子
町
消
防
団

団
長　

村
木
勉

◎
団
長
表
彰

「
感
謝
状
」
令
和
５
年
退
団
者

元
田
子
町
消
防
団

部
長　

宝
田
敬
男

部
長　

宇
藤
大
介

団
員　

上
村
英
典

「
優
良
分
団
表
彰
」

第
１
分
団　

規
律
厳
正
平
素
の
成

績
特
に
優
秀



4

（
写
真
２
）
ナ
イ
タ
ー
卓
球
の
様
子

（
写
真
１
）（
左
か
ら
）
全
国
大
会
に
出
場
す
る
山
田
君
と

　

川
下
君

少
年
野
球
八
戸
市
選
抜
に

選
出
の
川
下
君
と
山
田
君

が
青
森
県
大
会
優
勝
を
報

告
（
※
写
真
１
）

　

三
八
地
域
の
小
学
６
年
生
で

構
成
す
る
少
年
野
球
の
八
戸
市

選
抜
が
、
11
月
に
五
所
川
原
市

で
行
わ
れ
た
「
第
９
回
全
日
本

選
抜
少
年
野
球
Ｕ
―
12
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
青
森
県
代
表
決
定

戦
」
で
初
優
勝
し
、
２
月
に
兵

庫
県
淡
路
島
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し

た
。

　

こ
の
チ
ー
ム
に
は
町
内
か
ら

川
下
瑶
平
君
と
山
田
健
心
君

（
と
も
に
田
子
小
６
）
が
選
出

さ
れ
て
お
り
、
青
森
県
大
会
で

は
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍
し
、
チ
ー

ム
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

　

１
月
11
日
、
川
下
君
と
山
田

君
、
保
護
者
と
関
係
者
が
役
場

を
訪
れ
、
山
本
晴
美
町
長
に
大

会
で
の
活
躍
を
報
告
し
ま
し

た
。
報
告
を
受
け
た
山
本
町
長

は
、
全
国
大
会
で
の
更
な
る
活

躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
向
け
て
、
川
下

君
は
「
他
の
選
手
た
ち
を
び
っ

く
り
さ
せ
ら
れ
る
プ
レ
ー
を
し

た
い
。
全
国
で
ま
ず
は
一
勝
を

目
指
し
、
ヒ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
打
ち
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。
山
田
君

は
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
な
の
で
三
振

を
た
く
さ
ん
取
り
た
い
。
チ
ー

ム
の
た
め
に
自
分
が
最
低
限
で

き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
り

た
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

ナ
イ
タ
ー
卓
球
リ
ー
グ
戦

開
幕
（
※
写
真
２
）

　

１
月
16
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ス
ポ
ネ
ッ

ト
た
っ
こ
主
催
の
第
47
回
田
子

町
ナ
イ
タ
ー
卓
球
リ
ー
グ
戦
の

開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ナ

イ
タ
ー
卓
球
リ
ー
グ
戦
は
、
平

成
31
年
の
開
催
を
最
後
に
今
回

５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ネ
ッ
ト

た
っ
こ
の
尾
形
憲
男
会
長
か
ら

「
最
後
ま
で
け
が
な
く
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

試
合
が
始
ま
る
と
、
大
人
と

白
熱
し
た
ラ
リ
ー
を
繰
り
広
げ

る
中
学
生
や
、
ダ
ブ
ル
ス
で
点

を
取
る
ご
と
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

す
る
ペ
ア
な
ど
が
お
り
、
展
開

さ
れ
る
熱
戦
に
所
属
す
る
チ
ー

ム
の
応
援
も
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
参
加
す
る
の
は
全
４
チ

ー
ム
で
、
リ
ー
グ
戦
形
式
に
よ

る
団
体
戦
の
ほ
か
、
２
月
６
日

か
ら
は
、
第
46
回
卓
球
選
手
権

で
個
人
戦
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
子
幼
稚
園
お
し
る
こ
会

（
※
写
真
３
）

　

１
月
24
日
、
田
子
幼
稚
園
で

お
し
る
こ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
し
る
こ
の
お
団
子
作
り
は
園

児
全
員
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

「
大
き
い
お
団
子
に
な
っ
た
！
」

「
き
れ
い
な
形
に
で
き
た
！
」

な
ど
様
々
な
感
想
を
言
い
な
が

ら
楽
し
そ
う
に
お
団
子
を
丸
め

て
い
ま
し
た
。

　

お
し
る
こ
が
完
成
す
る
と
、

待
ち
に
待
っ
た
お
し
る
こ
に
園

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
あ
っ
た
か
い
お
し
る
こ
お
い
し

　

い
な
！
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（
写
真
４
）
文
化
財
防
火
デ
ー
巡
回
指
導
を

　

行
う
消
防
職
員

（
写
真
６
）
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
む
参
加
者

児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
の
様
子

で
し
た
。
お
団
子
を
何
個
食
べ

る
か
先
生
に
伝
え
、
盛
り
付
け

て
も
ら
っ
た
お
し
る
こ
を
園
児

た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
作
っ
た
お
し
る
こ
は
格

別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
巡
回
指

導
（
※
写
真
４
）

　

文
化
財
を
火
災
等
の
災
害
か

ら
守
る
と
と
も
に
文
化
財
愛
護

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
１
月
26
日
は

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
文
化
財
防
火
デ
ー
の
一

環
と
し
て
、
１
月
26
日
、
町
内

の
文
化
財
や
文
化
財
を
収
蔵
す

る
建
造
物
の
防
火
巡
回
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
教
育
委
員

会
と
三
戸
消
防
署
田
子
分
署
の

職
員
が
２
班
に
分
か
れ
て
、
町

内
の
文
化
財
や
文
化
財
を
所
蔵

す
る
建
造
物
の
巡
回
を
行
い
、

消
防
用
設
備
と
火
気
使
用
箇
所

の
点
検
及
び
指
導
、
災
害
時
の

消
防
機
関
へ
の
通
報
体
制
や
文

化
財
搬
出
体
制
の
指
導
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
奇
峰
学
秀
作
の
十
一
面
観

音
像
や
弥
勒
菩
薩
像
を
収
蔵
す

る
清
水
頭
地
区
の
姥
ヶ
岳
神
社

を
巡
回
し
た
消
防
職
員
は
、
火

気
の
使
用
箇
所
や
、
消
火
器
の

管
理
状
況
等
を
町
職
員
と
と
も

に
点
検
し
、
日
頃
か
ら
の
火
災

に
対
す
る
注
意
喚
起
を
し
ま
し

た
。田

子
小
６
学
年
ス
キ
ー
体

験
教
室
（
※
写
真
５
）

　

１
月
26
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
田
子
小
学
校

６
学
年
の
児
童
に
よ
る
ス
キ
ー

体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
積
雪
不
足
の
た
め
、

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
の
営
業
を
開
始

で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た

が
、
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
に
と
っ
て

こ
の
日
が
今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て

の
試
験
営
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
験
教
室
は
、
児
童
た
ち
の

ス
キ
ー
技
術
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
、
初
心
者
と
中
上
級
者
の

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
町
ス

キ
ー
協
会
に
所
属
す
る
４
名
の

講
師
が
指
導
に
当
た
り
ま
し

た
。
ス
キ
ー
初
心
者
の
児
童
が

多
く
、
ス
キ
ー
板
の
装
着
の
仕

方
、
ス
キ
ー
板
を
装
着
し
た
状

態
で
の
歩
き
方
や
転
び
方
、
初

歩
的
な
滑
走
な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
風
が
強
く
吹

く
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、
児

童
た
ち
は
講
師
の
指
導
を
見
聞

き
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
ス

キ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

町
民
ふ
れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
（
※
写
真
６
）

　

１
月
28
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
町
民
ふ

れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ス

ポ
ネ
ッ
ト
た
っ
こ
（
尾
形
憲
男

会
長
）の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

冬
場
の
運
動
不
足
解
消
と
世
代

を
越
え
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交

流
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
こ
の

時
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
５
）
ス
キ
ー
体
験
教
室
の
様
子
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
９
）
郵
便
局
員
に
義
援
金
を
手
渡
す

　

内
宮
さ
ん
（
右
）

（
写
真
７
）
グ
ロ
ー
ブ
を
受
け
取
る
児
童
代
表

　

今
大
会
に
は
６
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
３
チ
ー
ム
ず
つ

２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

予
選
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
各

グ
ル
ー
プ
の
１
位
か
ら
３
位
の

チ
ー
ム
が
順
位
決
定
戦
を
行
い

ま
し
た
。
華
麗
な
ド
リ
ブ
ル
が

披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は

拍
手
と
ど
よ
め
き
が
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。
試
合
後
に
は
握
手

を
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
お
互

い
の
プ
レ
ー
を
称
え
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
第
１
位　

チ
ー
ム
み
ろ
く
苑

▽
第
２
位　

す
も
う
Ａ
▽
第
３

位　

田
子
道
場
親
チ
ー
ム
▽
第

４
位　

す
も
う
Ｂ
▽
第
５
位　

Little giants

▽
第
６
位　

チ

ー
ムB

unB
un

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
が
田
子

小
学
校
に
届
き
ま
し
た

（
※
写
真
７
・
８
）

　

１
月
30
日
、
ア
メ
リ
カ
大
リ

ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
か
ら
全

国
の
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
野

球
の
グ
ロ
ー
ブ
が
田
子
小
学
校

に
届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
全
校
児
童
が
体

育
館
に
集
ま
り
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
向
井
美
香
子
校
長
か

ら
児
童
代
表
に
グ
ロ
ー
ブ
３
個

が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

向
井
校
長
は
全
校
児
童
に
対

し
て
、
大
谷
選
手
が
高
校
時
代

に
書
い
た「
目
標
達
成
シ
ー
ト
」

に
つ
い
て
紹
介
し
な
が
ら
、
大

谷
選
手
の
努
力
す
る
姿
勢
を
見

習
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
グ

ロ
ー
ブ
に
付
さ
れ
た
大
谷
選
手

か
ら
の
手
紙
を
読
み
上
げ
、
大

谷
選
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
校

児
童
に
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
学
年
の
教
室
に

グ
ロ
ー
ブ
が
順
番
に
届
け
ら

れ
、
児
童
た
ち
は
一
人
ひ
と
り

グ
ロ
ー
ブ
に
手
を
入
れ
た
り
、

に
お
い
を
か
い
だ
り
し
て
い
ま

し
た
。「
大
谷
選
手
か
ら
の
グ

ロ
ー
ブ
を
触
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
」「
軽
く
て
使
い
や

す
そ
う
」「
早
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
し
て
み
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
グ

ロ
ー
ブ
を
触
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

田
子
中
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
が

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援

金
を
送
り
ま
し
た
（
※
写
真
９
）

　

田
子
中
学
校
で
は
１
月
22
日

か
ら
26
日
ま
で
の
間
、
青
少
年

赤
十
字
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
校
内
で
能
登

半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
の
た

め
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

５
日
間
の
募
金
活
動
で
集
ま
っ

た
金
額
は
３
万
６
１
９
２
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会

委
員
長
の
内
宮
捷と

し
ひ
ろ景

さ
ん
（
田

子
中
２
）
が
田
子
郵
便
局
を
訪

れ
、
今
回
集
ま
っ
た
義
援
金
を

日
本
赤
十
字
社
に
送
り
ま
し
た
。

内
宮
さ
ん
は
「
被
災
地
の
皆
さ

ん
が
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い

る
。
義
援
金
は
被
災
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
８
）
う
れ
し
そ
う
に
グ
ロ
ー

　

ブ
を
触
る
児
童
た
ち
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●
お
知
ら
せ

　地域おこし協力隊の五十嵐です。
　今年度から実施してきましたお試し地域おこし協力
隊の事業。２泊３日の日程で田子町にお試し移住し協
力隊活動を体験するものですが、これまでに計13名の
移住希望者を受け入れ、なんと来年度から２名が田子
町に移住してきて地域おこし協力隊として活動するこ
とになりました！
　私は４月いっぱいで協力隊としての任期を終えます
が、木村隊員に加え、新しい力がもう２名加わるとい
うことで、今後も協力隊が町で活動できることをうれ
しく思っています。
　来年度からは３名体制での活動になると思いますの
で、皆様引き続き地域おこし協力隊をよろしくお願い
いたします。

　こんにちは！　地域おこし協力隊の木村治樹です。
　先日「みろく館」にて、初めてドラム教室を開催し
ました！
　午前と午後の２回にわたり、計６名の方にご参加い
ただきました。誰か来てくれるものかと、不安ではあ
りましたが、中学生から70代の方まで、幅広い世代の
方々が参加してくれて、田子の方々の楽しむ姿勢には、
改めて感銘を受けました。
　私自身が約20年ほどドラムを演奏してきたこともあ
り、今回のようなありがたい機会をいただきました。

「次回は参加したい！」という声もいくつかいただきま
したので、また開催したいと思っております。
　難しい！という印象の強い楽器だとは思いますが、
ストレス解消にもなりますし、ご興味ある方は、ぜひ
気軽な気持ちでご参加いただければありがたいです。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆心も踊る！　ドラム教室！！　　　　　

◆新しい仲間が２名増えます！　　　　
■  今年、新たに就農する方々へ！
　国の支援制度へ申請してみませんか？
　国では、新たに就農した方々で、条件を満たした方
が支援を受けることができる「新規就農者育成総合対
策事業」を実施しております。
　概要は、
①独立・自営就農する方で、条件を満たした場合、１

人あたり12.5万円 / 月（１年につき150万円）を最
大３年間受給することができる「経営開始資金」タ
イプと、

②同じく独立・自営就農する方で、比較的大きめの機
械・施設等を導入する際の初期投資（補助額最大
750万円）を支援する「経営発展支援事業」タイプ
があります。

　いずれのタイプも詳細の条件があり、交付決定後、
条件を満たさなくなった場合には、補助金の全部ある
いは一部返還が発生することもあります。
　事業の活用をお考えの方、ご自身の後継者
世代に就農意欲がある方は、詳細について、
産業振興課へご相談ください。

問役場産業振興課（袖村）☎２０−７１１６

■  2024年度国家公務員「国税専門官採用試験」
　（大学卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、バイタリティーあふれる国税専門
官を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、
税務署等において、調査・徴収・検査や指導などを行
う税務のスペシャリストです。
▼受験資格
１．平成６年４月２日から平成15年４月１日生まれの者
２．平成15年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの

⑴大学（短大を除く）を卒業した者及び令和７年３
月までに大学を卒業する見込みの者

⑵人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認め
る者

▼受験申込受付期間
　２月22日（木）から３月25日（月）まで
▼受験申込方法　
　受験申込みはインターネット申込みとする。　　　

　国家公務員試験採用情報 NAVI
　（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）
▼第１次試験日　５月26日（日）
問仙台国税局人事第二課試験研修係

☎０２２−２６３−１１１１　内線3236
問人事院東北事務局☎０２２−２２１−２０２２
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●
お
知
ら
せ

■  田子町コミュニティバス
　ダイヤ減便のお知らせ
　２０２４年４月から実施される「自動車運転者の労働
時間等の改善のための基準」の改正、並びに、現行の
乗務員の充足状況を考慮し、一部路線の減便を伴うダ
イヤ改正を行います。
   利用者の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理
解くださいますようお願いいたします。

▼ダイヤ改正日　２０２４年４月１日
▼廃止するダイヤ
　夏坂線　平日（夏坂行き）
　サンモール田子１９：３３発　→　上夏坂２０：１９着

　このことにより、夏坂線平日（夏坂行き）は、サン
モール田子１６：００発が最終便となります。

問役場住民課住民環境グループ ☎２０−７１１３

■  住民税均等割のみ課税世帯・非課税世帯支援
　給付金及びこども加算について
　国の事業として、住民税均等割のみ課税
世帯に対する経済支援策として、１世帯当
たり７万円を口座振込しております。（申請
のご案内は、２月上旬に役場から対象とな
る世帯のみに郵送しております。申請期限は令和６年
３月３１日までです。）
　また、１８歳以下のこども１人当たり５万円が加算
分として給付されますが、対象となるのは、住民税均
等割のみ課税世帯及び住民税非課税世帯のこどものみ
です。

※ただし、所得申告上、住民税が課税されている親族
に扶養されている場合などは支給対象となりません。

　詳細については下記へお問い合わせください。

問役場住民課福祉グループ（尾形）☎２０−７１１９

■  町水道所有者等変更の手続きについて
　３、４月は転入や転出等が多くなる時期となりますが、
次のような場合は変更等の手続きが必要となります。
◎貸家やアパートなどに転入・転出・転居される場合
・給水装置使用者変更届・開始届または中止届の提出

◎転出される場合（持ち家の場合）
・中止届または廃止届の提出

◎所有者（または使用者）が亡くなられた場合
・給水装置所有者変更届または給水装置使用者変更届

の提出（以降使用しない場合は、中止届または廃止
届の提出が必要となります）

▼届出先　役場建設課水道グループ
（町のホームページより届出様式をダウ

ンロードすることもできます）

▼ご持参いただくもの　印鑑、身分証明書

問役場建設課水道グループ☎２０−７１１８

■  忘れないで、愛車も住所変更
　自動車税種別割の納税通知書は、原則として運輸支
局に登録されている住所（車検証に記載されている住
所）にお送りしています。道路運送車両法では、自動
車の所有者の氏名や住所等に変更があったときは、運
輸支局で変更登録の申請をしなければならないと定め
られています。
　３月末までに運輸支局で手続きができない場合は、
電話またはＦＡＸで三八地域県民局県税部にご連絡く

ださい。また、青森県電子申請・届出シス
テムでも受付しています。（https://apply.
e-tumo.jp/pref-aomori-u/）

※この届出は自動車税種別割の納税通知書の送付先
変更を行うものです。なお、車検証の住所を変更す
る場合は運輸支局で住所の変更登録が必要です。

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線205～207、356
　FAX０１７８−２７−３８１７

■  ３月は自殺対策強化月間です
　様々な困難に直面した時、心理的に追い込まれてし
まうことは誰でも起こる可能性があります。そんなと
きは、決して一人で悩まず「信頼できる人」や「専門
機関」に相談することが大切です。

　「誰かに話を聞いてもらいたい」
　その気持ちはSOSのサインです。
　また、あなたのすぐそばにも生きることに悩んでい
る人がいるかもしれません。もし「いつもと違う」と
気づいたら、勇気をもって声をかけ、相談窓口を紹介
してください。

問役場地域包括支援課健康増進グループ
（せせらぎの郷）☎２０−７１００
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●
お
知
ら
せ

みなさんにご紹介！
たっこ町民のウチゴハン

10月のひとくるめゃ文化祭で実施した「食育 SAT
（サッと）システム」。実物大フードモデルを選ぶ
だけ。サッ！と瞬時に食事バランスがわかります。
今月は星５つ判定の満点者、田子町役場山内康弘
さんの朝食をご紹介します。

GOODポイント
◎朝は１杯の味噌汁から。身体が温まり代謝が UP ！

ぜひ毎日の朝食に野菜たっぷりのお味噌汁を。
◎朝食で野菜を食べると悪玉コレステロールが低

下！“朝トマト”はアンチエイジング・生活習慣
病予防に効果的。

◎朝のたんぱく質は筋肉維持に効果的。 卵・乳製
品は睡眠の質に関係。朝食後に太陽光を浴びる
と睡眠の質が向上！

（地域包括支援課栄養士　本木）

内容
ご飯　具だくさん味噌汁
焼き鮭
厚焼き玉子
切干大根の煮物
ゆでた青菜　カットトマト
ヨーグルト

■  後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
１．新たに後期高齢者医療制度に加入された方の
保険料の納め方について

　保険料は年金からの天引き（特別徴収）
が原則ですが、新たに後期高齢者医療制
度に加入された方は年金からの天引きが
開始されるまで時間がかかるため、加入当初は納付書
で納めていただくことになります。
　口座振替を希望される場合は手続きが必要です。こ
れまで国民健康保険税（料）を口座振替で納めていた方
も、改めて手続きが必要です。

２．保険料は納期限内に納めましょう
　保険料の納付にお困りの方は市町村窓口へご相談く
ださい。災害により住宅等に著しく損害を受けたり、
世帯主の収入が著しく減少した場合など、保険料の減
免が認められることがあります。保険料を滞納すると、
通常より有効期限の短い被保険者証が交付されること
があります。

問役場住民課福祉グループ（前田）☎２０−７１１９

グリーン・ツーリズム推進事業
　八戸圏域では、グリーン・ツーリズム（農業観光）
を通じた関係人口の増加や地域経済の活性化を目指し
て「三八地方農業観光振興協議会」を設置し、農業体
験を行う修学旅行生などの受け入れを行っています。
そのほか、受け入れ農家への補助金の交付や研修会等
も連携して実施しています。

https://www.city.hachinohe.aomori.jp/soshikikarasagasu/
nogyokeieishinkocenter/sangyo/1/17787.html

【受入状況】
　令和５年度（11月末時点）は、圏域内の約90件の
農家で、首都圏や関西圏の高校生、そのほか圏域内
の中学生を含む約400名の受け入れを行いました。
【受入プランの一例（２泊３日の場合）】

１日目 入村式・対面式、自宅までの送迎、夕食・
入浴・宿泊

２日目 朝食・昼食・夕食、農作業体験（野菜・
果樹等）、入浴・宿泊

３日目 朝食、離村式会場までの送迎、離村式

※受入農家が年々減少していることから、受け入れし
てくださる家庭を広く募集しています。詳細は農業
経営振興センターまでお問い合わせください。

問八戸市政策推進課 （連携中枢都市圏全般）
☎０１７８−４３−９２４８

問八戸市農業経営振興センター（事業）
☎０１７８−２７−９１６３

詳細は HP を
ご確認ください。

連携中枢都市圏の
取り組みを紹介します！

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：山本）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

令和５年
田子町文化賞・スポーツ賞受賞者決定
　１月16日に田子町文化賞・スポーツ賞の審査会が
開催され、文化賞部門は10個人に、スポーツ賞部門
は４団体、21個人の受賞が決定されました。
　受賞者は次のとおりです。

▽文化賞（個人）
　日澤実花（三農恵拓高３）　森崎祐世（三農恵拓高３）
　平山昊也（名久井農高２）　大坊隆司（名久井農高２）
▽文化奨励賞（個人）
　山本一愛（ウルスラ高３）　池田優妃（八戸北高１）
　坂本優稀（名久井農高３）　畠山楓喜（名久井農高３）
　山市海羽音（名久井農高３）
▽児童・生徒文化奨励賞（個人）
　髙橋彩乃（田子中３）

▽スポーツ大賞（個人）
　山市大悟（一般）　中村悠真（三農恵拓高２）
　新井田未徠（三農恵拓高２）
▽スポーツ賞（個人）
　簗田隆典（一般）
▽スポーツ奨励賞（個人）
　内沢凜音（三戸中１）　　新井田哩来（田子中３）
　新井田有成（田子中１）　岡山叶那太（田子中１）
　岩間翔汰（アカデミー）　櫻場充也（アカデミー）
　袖村風花（アカデミー）　野端祐利（相撲協会）
　松橋綺羅（相撲協会）　　新井田心路（相撲協会）
　松橋颯愛羅（相撲協会）　新井田絋成（相撲協会）
　中山滉麻（相撲協会）　　松橋桜苺愛（相撲協会）
　上沢乃々奏（アカデミー）　川下瑶平（八戸市選抜）
　山田健心（八戸市選抜）
▽スポーツ奨励賞（団体）
　田子町相撲協会
　田子町相撲協会　女子団体
　田子町相撲協会　混合団体（田子小学校相撲部）
　田子中学校　男子バレーボール部

第46回芸能発表会
　２月４日、タプコピアンプラザホールで第46回田
子町文化協会芸能発表会が行われました。これは田子
町文化協会の主催で行われ、田子神楽保存会・舞踊愛
好会・民舞踊子すずめ会・青森県南部相撲甚句会・し
らゆきの会・田子町ナニャドヤラ保存会・演芸せきれ
い会・民栄会・マノアリノフラスタジオ・アツシダン
ススクールの10団体が出演して、唄や踊りなどを披
露しました。
　みなさま方も文化協会に加入して、一緒に参加しま
せんか。

●いけばな講座
▽と　き　３月16日（土）午後６時30分～８時30分
▽ところ　中央公民館会議室
▽参加費　花材代1,000円前後
▽持ち物　花鋏、水入れ用ボウル、タオル等
　※３月８日（金）までの申込みが必要です。

●ナニャドヤラ講座
▽と　き　３月６日（水）、13日（水）、20日（水）、
　　　　　27日（水）午後７時～８時30分
▽ところ　中央公民館ホール
▽参加費　無料　　▽申込み　不要
▽対　象　小学生以上
　※ただし、高校生以下の方は保護者同伴でお願い
　　します。

※日程や内容に変更が生じることもあります。講座情報は
その都度ＴＣＶやデータ放送、チラシでお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●スポーツ
▽速攻！手指ほぐし／492マ
▽心も体ももっと、ととのう薬膳の

食卓365日／498カ
●園芸、手芸
▽私たちの「ターシャ」を探して／

629ワ
▽エコクラフトで作るレーシー編み

のかごバックと雑貨／754ア
●歴史・時代小説
▽戦国武将伝／東日本編／今村省吾

／913イ
▽戦国武将伝／西日本編／今村省吾

／913イ
▽小梅のとっちめ灸／金子成人／

913カ
▽陰流苗木／芋洗河岸１／佐伯泰英

／913サ
▽恋か隠居か／新・酔いどれ小藤次

26 ／佐伯泰英／913サ
▽殺し屋の的／口入屋用心棒50 ／

鈴木英治／913ス
▽信長餅／料理人季蔵捕物控46 ／

和田はつこ／913ワ
●ミステリー、警察小説
▽十角館の殺人／綾辻行人／913ア
▽余白の迷路／赤川次郎／913ア
▽変な家２／雨穴／913ウ
▽一夜／隠蔽捜査10 ／今野敏／

913コ
▽ファラオの密室／白川尚史／913シ
▽絡新婦の糸／警視庁サイバー犯罪

対策課／中山七里／913ナ
▽人間標本／湊かなえ／913ミ　
●そのほかの小説など
▽錠剤Ｆ／井上荒野／913イ
▽東京同情塔／九段理江／913ク
▽となりのナースエイド／知念実希

人／913チ
▽一線の湖／砥上裕將／913ト
▽八月の御所グラウンド／万城目学

／913マ
▽しあわせの輪／れんげ荘物語８／

群ようこ／913ム
▽風に立つ／柚月裕子／913ユ
●エッセイなど
▽なるようになる。／養老孟司／

289ヨ
▽私の体がなくなっても私の作品は

生き続ける／篠田桃紅／721シ
▽生まれ変わったらパリジェンヌに

なりたい／淡谷のり子／767ア

図書館情報

　春の旅行計画を立てませんか？　ま
た、実際に旅立たなくても、本の中で
旅をしませんか？　絵本、小説、エッ
セイ、ガイドブックまで様々な「旅や
旅行」に関する本を集めて展示・貸　
出します。どうぞご利用ください。

　○ムーミン谷へのふしぎな旅
　○妖怪バス旅行
　○愛しのローカルごはん旅
　○大人ひとり旅のはじめ方
　○わたくしが旅から学んだこと

●「旅行」特集

本を読んで、旅に出る
～食、歴史・文化、自然～

　読みたい本が貸出中の時は「本の予約」を、図書館にない本を読みたいと
きは「本のリクエスト」を受け付けています。昨年度、本の予約とリクエス
トは、合わせて1,156件ありました。「テレビやラジオで紹介していた本」

「新聞に載っていた本」「本屋さんで見た本」など、皆さま一人ひとりのご要
望にできるだけおこたえします。電話でも受け付けます（☎２０－７２２１）。
どうぞご利用ください。

●読みたい本をお探しします「本の予約とリクエスト」

図書館おやすみカレンダー

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

3月の図書館行事
▼３／６（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
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町
の
人
口

令
和
６
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2053（－２）
人口／4812（－５）
男／2320（±０）
女／2492（－５）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
薪
ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
使
用

し
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
薪
ス
ト
ー
ブ
が
原
因

と
な
る
火
災
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
ま
た

は
使
用
す
る
場
合
は
、
正
し
い

設
置
状
況
や
使
用
方
法
を
確
認

し
て
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
設
置
時
の
注
意
事
項
】

　

設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
位
置
、
構

造
等
に
つ
い
て
販
売
業
者
等
に

相
談
し
、
正
し
い
設
置
基
準
に

基
づ
い
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
設
置
に
関
す
る
離
隔

距
離
等
の
基
準
の
詳
細
に
つ
い

て
は
八
戸
消
防
本
部
Ｈ
Ｐ
で
も

ご
確
認
で
き
ま
す
。

【
使
用
時
の
注
意
事
項
】

○
薪
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
燃
え

や
す
い
も
の
（
洗
濯
物
な
ど
）

を
置
か
な
い
。

○
薪
以
外
の
可
燃
物
（
石
炭
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
）
は
絶
対

に
燃
や
さ
な
い
。

○
煙
突
は
年
１
回
以
上
必
ず
点

検
し
、
煙
突
内
の
す
す
や
タ
ー

ル
を
掃
除
す
る
。

○
た
き
口
か
ら
取
灰
等
の
火
種

が
落
ち
た
場
合
に
備
え
、
不
燃

材
の
た
き
殻
受
け
を
設
置
す
る
。

○
取
灰
は
直
接
ゴ
ミ
箱
に
捨
て

ず
、
ふ
た
の
あ
る
不
燃
性
の
取

灰
入
れ
に
入
れ
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注

意
し
よ
う
〜
雪
解
け
時
期
の
運

転
に
十
分
注
意
！

○
雪
解
け
と
と
も
に
、
歩
行
者
や

自
転
車
の
通
行
が
増
加
す
る
な
ど

交
通
環
境
が
変
化
し
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
危
険
性
が

高
ま
る
時
期
と
い
え
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
時
期
こ
そ
速
度
を
控

え
め
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
日
中
は
天
候
が
良
く
て
も
、

朝
・
夕
は
気
温
が
下
が
り
、
雪
解

け
水
が
凍
り
、
見
た
目
に
は
黒
く

塗
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
路
面

が
、
実
際
は
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス

（
凍
結
）
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
中
で

も
陽
の
当
た
ら
な
い
箇
所
や
橋
の

上
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
付
近

な
ど
は
路
面
が
凍
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
る
と
、

視
界
が
狭
く
な
り
、
標
識
等
の
見

落
と
し
や
危
険
回
避
へ
の
遅
れ
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
思
わ
ぬ
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
常
に
路
面
状

況
、
気
温
に
注
意
し
て
、
安
全
な

速
度
で
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署
田
子
警
察
官
駐

在
所　
　
　

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

5
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

6
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

7
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00～3:00

8
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

高血圧予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

12
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

13
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

14
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00～3:00

15
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

糖尿病予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

18
（月）

運動教室（中央公民館）
午後2:00～3:00

19
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

21
（木）

運動教室（中央公民館）
午後2:00～3:00

八戸若者サポートステーション無料出張
相談会（せせらぎの郷）午後2:00～4:00

22
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

コツコツ貯筋教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

25
（月）

弁護士相談（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

26
（火）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

27
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

29
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

介護予防教室（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

３月の主な保健・介護予防事業予定表

役場地域包括支援課 ☎２０−７１００

誕生

●佐藤成
な お

桜（秀樹・幸恵）／サンモール
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●原　チヱ子（88歳）道地
●山川惠子（85歳）野月
●井畑　豊（61歳）南側
●宮木節子（81歳）七日市
●日向健造（89歳）夏坂
●足沢とみ（90歳）七日市
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
お
し
る
こ
会

　

お
し
る
こ
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
甘

味
料
理
の
一
つ
で
、
小
豆
を
煮
て
甘
く

し
た
も
の
を
、
お
餅
や
白
玉
な
ど
と
一

緒
に
食
べ
る
物
で
す
。
お
正
月
に
食
べ

る
お
し
る
こ
に
は
、
無
病
息
災
を
願
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

１
月
24
日
、
お
正
月
か
ら
は
少
し
遅

れ
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
で
お
し
る
こ
づ

く
り
・
お
し
る
こ
会
を
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
身
支
度
か
ら
。
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
子
ど
も

た
ち
の
ヤ
ル
気
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
。
手
洗

い
、
腕
ま
く
り
を
し
て
ス
タ
ー
ト
。
コ

ネ
コ
ネ
ク
ル
ク
ル
…
…
日
頃
の
粘
土
遊

び
の
実
力
を
発
揮
。
キ
ッ
ズ
・
デ
ー
の

小
学
生
が
来
園
予
定
だ
っ
た
た
め
、
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
お

う
と
奮
闘
。
頑
張
り
ま
し
た
。

　
「
大
き
い
の
は
お
兄
さ
ん
た
ち
の
分
、

小
さ
い
の
は
私
の
！
」
と
。
時
間
を
か

け
て
、
た
く
さ
ん
の
お
団
子
が
で
き
ま

し
た
。
お
し
る
こ
に
仕
上
げ
る
間
、
昔

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

作
っ
た
す
ご
ろ
く
や
福
笑
い
で
大
盛
り

上
が
り
。
遊
び
を
中
断
す
る
の
が
申
し

訳
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
完
成
し
た
お

し
る
こ
を
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
本

当
は
、
少
し
苦
手
だ
と
い
う
子
も
い
ま

し
た
が
、
食
べ
た
い
個
数
を
聞
く
と

「
５
個
！
」
と
。
自
分
で
作
っ
た
の
で
食

べ
た
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
５
個

は
さ
す
が
に
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
自

分
か
ら
食
べ
て
み
よ
う
と
し
、
食
べ
て

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
キ
ッ
ズ
・

デ
ー
の
小
学
生
も
、
お
か
わ
り
を
し
て

食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
は
、
心
を
豊
か
に
し
自
主
性
に
も

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
季
節
の
行
事
や
日
常
の
体
験
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
幼
稚
園
）

学
校
の
話
題
　
田
子
幼
稚
園

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

　情報スクランブル

ミ
ニ
う
さ
ぎ
チ
ョ
コ
と
名
付
け
て
育
み
し
我
が
家
に

生
き
て
十
年
で
逝
く 

孫
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
十
年
は
長
く
も
あ
り
み

じ
か
く
も
有
り

世
界
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
日
本
は
平
和
で
大
ず
も
う

は
満
員
御
礼
の
た
れ
ま
く
ゆ
れ
る 

新
井
田
衣

夢
に
見
し
亡
父
の
笑
顔
に
い
や
さ
れ
て
新
年
迎
へ
る

気
持
新
た
に 

天
気
良
し
バ
ス
旅
行
は
賑
々
し
走
る
雪
景
色
心
洗
は

る 四
季
め
ぐ
り
寒
さ
と
共
に
雪
景
色
県
内
な
が
ら
酸
ヶ

湯
は
絶
景　

 

貝
守
多
恵

一
夜
に
し
て
白
い
世
界
に
変
る
朝
雪
の
香
り
が
五
体

を
つ
つ
む 

吹
き
溜
る
落
葉
の
や
う
な
歌う

た

保ほ

ご古
を
焼
い
た
煙
が
な

が
く
尾
を
引
く 

消
し
ゴ
ム
で
消
せ
る
ぐ
ら
い
の
嘘
な
ら
ば
許
し
て
あ

げ
よ
う
空
が
青
い
か
ら 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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　田子町出身の山田慎一郎さん（40）は仙台の大学に
進学後、八戸市へ戻られアパレル会社に就職されまし
た。そこで積まれた経験をもとに開業され、同市にて
若者向けの衣料品店をオープンされました。また自身
で開催されたイベントのチラシやグッズのデザイン、
企画生産を担当されたりと、多岐にわたり活動されて
いました。
　その後に自身の事業継続を悩まれる中で、実家の親
御様が家業を引退される可能性を踏まえ、田子に戻り

承継する決意をされた
そうです。
　２０２０年３月より自身
が代表となられ、既存
の商品だけでなく、新
たに設立された【山田
子 -Yamadacco】ブランドとして、地域ならではのデ
ザインを模した商品展開も行っています。
　特に三八地域の名前が入った “三八キャップ” はメ
ディアにも取り上げられ、各地で大好評を博していま
す。「“故郷を着る” をテーマに、お土産としてだけで
なく、普段から大切に着ていただけるものを作ってい
きたい」「先代がされてきたように洋品店として、今
後も田子の方々のライフラインは確立していきなが
ら、対個人だけでなく、対企業のお仕事も増やしてい
きたい」と明日を見据え、力強く語られていました。

広
報
た
っ
こ
２
０
２
４
年
３
月
号
（
令
和
６
年
２
月
20
日
発
行
）
通
算
第
７
７
２
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

木村治樹隊員が取材
！

木村治樹隊員が取材
！

利用の申込みや相談については田子町社会福祉協議会までお問い合わせください。

知っておきたい
田子町の福祉・介護のお役立ち情報

移送サービスとは？

公共交通機関を利用して移動することが困難な高齢者や障害者等を対象に、
通院・外出等のための送迎サービスを行っています。

例 ： 車椅子等を利用している、歩行が不安定でバス等に乗れない など

対象者

①要支援・要介護認定を受け
ている方

②身体・精神・知的障害の手
帳をお持ちの方

※申請の際に、上記証明書を提
示していただきます。

利用例

・病院の受診
・買い物や散髪などの外出
・施設への入所  など
※発地または着地が田子町でないと利用できません。

料　金（一例）※当日の距離で計算

◆せせらぎの郷付近から三戸中央病院（往復）
  ⇒　3000円程度
◆せせらぎの郷付近からナンブクリニック（往復）
  ⇒　3500円程度

リレー連載
第６回

田子町社会福祉協議会（せせらぎの郷２階）　☎３２−４０４５

はじめてのハッピーバースデイ
令和５年２月に生まれた満１歳のお友だちです。

●西村愛
い と は

羽ちゃん
Ｒ5.2.5

（上野・女の子）
３姉妹の末っ子ちゃん。
１歳おめでとう！ これ
からも家族みんなでに
ぎやかで楽しい毎日を
過ごそうね！

町内でがんばる若者を紹介します町内でがんばる若者を紹介します

▼営業情報

　フルハウス山田洋品店
　9:00～18:30　日曜定休　☎３２−３１３３


